
参
参
院
選

（７
月
３
日
公
示
、
２
０
日
投
開
票
）
に

向
け
、
主
要
政
党
の
公
約
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
い
ま
し
た
。

物
価
高
対
策
な
ど
国
政
の
大
争
点
で
自
民
党
政
治
を

転
換
す
る
抜
本
的
対
案
を
示
し
て
い
る
の
は
ど
の
党

か
☤
。
日
本
共
産
党
の
値
打
ち
と
役
割
が
鮮
明
で
す
。

物
価
高
対
策

財
源
示
し
て
消
費
税
を
減
税

物
価
高
対
策
と
し
て
消
費
税
減
税
が
国
政
の
大
争

点
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
自
民
党
は

「財
源
が
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
消
費
税
減
税
を
拒

否
。
一
方
で
、

「選
挙
目
当
て
の
ば
ら
ま
き
」
と
の

批
判
を
受
け
て
見
送
っ
た
は
ず
の
現
金
給
付
を
復
活

さ
せ
る
迷
走
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
共
産
党
は

「消
費
税
の
廃
止

を
目
指
し
、
５
％
に
緊
急
減
税
」
を
主
張
。
消
費
税

５
％
へ
の
減
税
は

「誰
で
も
」

「毎
日
」

「生
活
に

か
か
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
が
負
担
減
と
な
る
た
め
効

果
は
抜
群
で
す
。
し
か
も
、
１
年
や
２
年
の
「時
限

的
」
な
措
置
で
は
な
く
、

「恒
久
的
」
な
減
税
で
す
。

経
済
対
策

中
小
企
業
支
援
、
最
賃
１
５
０
０
円
に

暮
ら
し
の
困
難
打
開
に
は
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

上
げ
が
必
要
で
す
。
政
治
の
責
任
で
賃
上
げ
を
推
進

す
る
か
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
自
公
政
権
が
、
背
を
向
け
て
い

る
二
つ
の
要
の
問
題
を
ズ
バ
リ
提
起
。
一
つ
は
、
社

会
保
険
料
の
減
免
や
賃
金
助
成
な
ど
で
中
小
企
業
の

賃
上
げ
を
直
接
支
援
。
も
う
一
つ
は
、
最
低
賃
金
を

時
給
１
５
０
０
円
、
手
取
り
月
額
２
０
万
円
程
度
に

す
み
や
か
に
引
き
上
げ
、
１
７
０
０
円
を
め
ざ
し
ま

す
。
大
企
業
の
内
部
留
保
に
時
限
的
に
課
税
し
て
１

０
兆
円
の
財
源
を
つ
く
り
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
へ

の
直
接
支
援
な
ど
を
抜
本
的
に
強
化
し
ま
す
。

安
全
保
障

大
軍
拡
反
対

外
交
で
平
和
へ

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
軍
事
費
を
国
内
総
生
産

（Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
比
３
・
５
％
や
５
％
と
い
う
常
軌
を
逸
し
た

大
軍
拡
を
要
求
す
る
な
か
、
平
和
も
暮
ら
し
も
壊
す

大
軍
拡
に
ど
う
い
う
態
度
を
と
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
た
だ
一
つ
、
大
軍
拡
に
き
っ
ぱ
り

反
対
。

「抑
止
力
の
強
化
」
は
、
軍
事
対
軍
事
の
悪

循
環
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
逆
に
戦
争
の
危
険
を

近
づ
け
て
し
ま
う
と
批
判
。

「日
米
軍
事
同
盟
を
絶

対
視
し
、
そ
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
に
断
固
反
対
」

と
掲
げ
て
い
ま
す
。

「安
保
３
文
書
」
に
基
づ
く

「戦
争
国
家
」
づ
く
り
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
対
話
と
協

力
の
外
交
で
平
和
な
東
ア
ジ
ア
を
つ
く
る
と
公
約
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
中
止
し
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル

の
大
量
配
備
な
ど
沖
縄
の
軍
事
要
塞

（よ
う
さ
い
）

化
は
許
さ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

選
択
的
別
姓

実
現
明
記

自
民
は
言
及
せ
ず

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
巡
っ
て
は
、
日
本
共
産

党
、
立
民
、
国
民
民
主
、
れ
い
わ
が

「実
現
」

「導

入
」
を
明
記
す
る
一
方
、
自
民
党
は
言
及
し
て
い
ま

せ
ん
。
公
明
党
は

「導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

い
い
な
が
ら
、

「国
民
的
な
議
論
が
必
要
」
と
実
現

を
先
送
り
す
る
姿
勢
で
す
。
維
新
は
先
の
国
会
で
通

称
使
用
の
法
制
化
案
を
提
出
し
、
別
姓
実
現
を
妨
害

し
ま
し
た
。
参
政
党
は
導
入
に
反
対
で
、
５
月
に
作

成
し
た
憲
法
案
に

「婚
姻
は
、
男
女
の
結
合
を
基
礎

と
し
、
夫
婦
の
氏
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
要
す
る
」

と
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

政
治
と
カ
ネ

企
業

・
団
体
献
金
を
全
面
禁
止

総
選
挙
で
最
大
の
争
点
と
な
り
、
過
半
数
割
れ
と

い
う
与
党
へ
の
審
判
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
裏
金
事

件
で
し
た
。
金
権
腐
敗
政
治
の
お
お
も
と
に
あ
る
企

業
・
団
体
献
金
の
禁
止
が
国
会
で
議
論
さ
れ
る
中
で
、

参
院
選
で
も
大
事
な
争
点
の
一
つ
で
す
。

自
民
党
の
政
策
に
は
、
国
民
の
厳
し
い
批
判
を
受

け
た

「裏
金
事
件
」
へ
の
反
省
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「不
断
の
改
革
で
、
信
頼
さ
れ
る
政
治
・
行
政
・
財

政
を
確
立
」
と
い
う
項
目
で
は
、

「政
治
資
金
の
透

明
化
」
な
ど
と
い
う
だ
け
で
、
企
業
・
団
体
献
金
の

禁
止
に
は
全
く
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
腐
敗
政
治
の
お
お
も
と
に
あ
る

企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
を
一
貫
し
て
主
張
し
、
企

業
や
業
界
に
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
売
り
つ
け

る
こ
と
を
含
め
、
全
面
的
に
禁
止
す
る
法
案
を
提
出

し
続
け
て
き
ま
し
た
。
い
ま
で
は
他
の
野
党
も
主
張

す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
危
機
打
開

診
療
報
酬
上
げ
／
病
床
削
減
止
め
る

物
価
高
騰
の
も
と
、
医
療
機
関
の
経
営
危
機
が
深

刻
で
す
。
国
が
決
め
る
診
療
報
酬
が
、
物
価
高
も
賃

金
上
昇
も
適
切
に
反
映
さ
せ
ず
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
医
療
現
場
で
は
、
入
院
患
者
の
受
け

入
れ
を
減
ら
す
、
救
急
医
療
の
廃
止
な
ど
が
広
が
り
、

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
や
賃
下
げ
で
医
療
従
事
者
の
大
量

離
職
が
起
き
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
緊
急
に

国
費
を
５
０
０
０
億
円
投
入
し
、
診
療
報
酬
の
基
本

部
分
を
引
き
上
げ
ま
す
。
患
者
負
担
増
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
を
は
か
り
ま
す
。

「11
万
床
削
減
」
に
反
対
し
、

「地
域
医
療
構
想
」

の
名
に
よ
る
病
床
削
減
を
止
め
、
医
師
・
看
護
師
の

増
員
、
地
域
医
療
の
体
制
強
化
を
進
め
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
外
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